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置35回逃避会護九州大会

第18回撫徒会護台湾大会

　
新
し
い
年
を
迎
え
て
、
仏
教
界
の
多
く
の
こ
宗
派
、

都
道
府
県
仏
教
会
で
、
様
々
な
催
し
が
準
備
さ
れ
て

い
る
。

　
本
年
は
全
日
本
仏
教
会
に
お
い
て
も
、
い
く
つ
か

大
き
な
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
今
月
三
十

日
に
は
、
東
京
の
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
、
理
事

会
・
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
新
し
い
会
長
、
副
会

長
、
理
事
長
、
常
務
理
事
、
理
事
と
い
っ
た
役
員
が

選
出
さ
れ
る
。
四
月
一
日
か
ら
は
、
新
し
い
事
務
総

局
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
九
月
十
、
十
一
の
両
日
、
福
岡
県
で
第
三
十
五
回

全
日
本
仏
教
徒
会
議
九
州
大
会
が
開
催
さ
れ
る
。
九

州
で
全
土
大
会
が
開
か
れ
る
の
は
、
実
に
三
十
年
ぶ

り
で
あ
る
。
十
日
は
ホ
テ
ル
日
航
福
岡
（
福
岡
市
）

で
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
、
ま
た
十
一
日
に
は
九
州
厚
生

年
金
会
館
（
北
九
州
市
）
で
、
大
会
・
式
典
が
開
催

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
現
在
、
福
岡
県
仏
教
連
合
会

で
は
、
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

と
合
わ
せ
て
、
こ
の
大
会
を
機
縁
に
、
九
州
の
他
の

県
に
も
県
仏
教
会
を
創
設
す
る
よ
う
、
働
き
か
け
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　
十
月
下
旬
に
は
、
台
湾
（
中
華
民
国
）
高
雄
市
郊

外
の
仏
光
山
で
、
第
十
入
目
世
界
仏
教
徒
会
議
（
W

F
B
大
会
）
台
湾
大
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

極
東
地
域
で
は
、
一
昨
年
の
韓
国
大
会
に
続
く
も
の

だ
か
、
も
ち
ろ
ん
台
湾
で
の
開
催
は
初
め
て
。
現
在
、

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
詳
細
が
き
ま
り
次
第
、

日
本
か
ら
も
大
会
参
加
者
を
募
り
、
代
表
団
が
結
成

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
本
年
は
ま
た
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
の
復
興
事
業
も
、

い
よ
い
，
よ
、
具
体
的
な
作
業
着
工
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
、
内
外
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　ψ榊　　　　　　　　　　　　　　　　ψ，　　　　　　　　　　　　　　　ψr●隔　　　　　　　　　　　　　　φ」φ　　　　　　　　　　　　　ψ一　　　　　　　　　　　　ψrρ・　　　　　　　　　　　ψφ　　　　　　　　　　ψr9L　　　　　　　　　dレr●L　　　　　　　　　ψr●・　　　　　　　　ψr●幽　　　　　　　ψr6レ・　　　　　　，　　　　　ψ榊　　　　ψr●」　　　ψrφ　　咽h●隣　φr■L　”
ψr●臨

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

・魂一暫やρ　　｝，



1992年1月1日仏全

　
去
る
十
一
月
二
十
五
日
午
後
二
時
か
ら
、
平
成
三

年
度
都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議
が
、
明
照
会
館

会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　
最
初
に
、
石
上
事
務
総
長
の
導
師
で
三
帰
注
文
を

唱
和
、
事
務
総
長
挨
拶
に
つ
づ
い
て
、
新
潟
県
仏
教

会
会
長
の
中
村
八
一
師
を
座
長
に
選
出
、
議
事
に
入

っ
た
。

　
①
第
三
十
五
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
九
州
大
会
に

　
　
つ
い
て

　
野
生
司
社
会
部
長
か
ら
、
一
九
九
二
年
九
月
十
、

十
一
の
両
日
に
わ
た
っ
て
、
福
岡
県
に
お
い
て
第
三

十
五
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
九
州
大
会
が
開
催
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
、
と
の
報
告
が
行
わ
れ
、
つ
づ
い
て

福
岡
県
仏
教
連
合
会
の
黒
田
英
之
会
長
が
開
催
内
容

を
詳
細
に
説
明
し
た
。

　
②
平
成
四
年
度
都
道
府
県
仏
教
会
負
担
金
に
つ
い

　
　
て

　
剛
山
財
務
部
長
が
、
平
成
四
年
度
予
算
編
成
の
基

本
方
針
と
、
各
都
道
府
県
仏
教
会
の
負
担
金
に
つ
い

て
、
詳
細
な
説
明
を
し
た
。

　
③
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

　
久
米
原
国
際
文
化
部
長
が
、
本
会
が
進
め
る
ル
ン

ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
実
施
計
画
に
つ
い
て
詳
細
な

説
明
を
行
い
、
勧
工
活
動
へ
の
さ
ら
な
る
協
力
を
要

請
し
た
。

　
出
席
者
か
ら
、
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
④
参
与
推
薦
に
つ
い
て

　
川
島
総
務
部
長
が
、
本
会
の
参
与
の
推
薦
に
つ
い

て
、
現
況
報
告
と
協
力
の
要
請
を
行
っ
た
。

　
⑤
同
和
推
進
に
つ
い
て

　
斎
藤
同
和
推
進
部
長
が
、
活
動
報
告
と
協
力
の
要

請
を
行
っ
た
。

　
⑥
税
務
調
査
の
現
況
に
つ
い
て

　
剛
山
財
務
部
長
が
、
本
会
税
務
委
貝
会
が
加
盟
各

都
道
府
県
仏
教
会
を
対
象
に
行
っ
た
「
法
人
運
営
に

関
す
る
諸
問
題
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
中
間
集
計
に
つ

い
て
の
報
告
と
、
宗
教
法
人
と
地
価
税
に
つ
い
て
詳

細
な
説
明
を
行
っ
た
。

　
出
席
者
か
ら
活
発
な
質
問
、
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
⑦
政
治
家
か
ら
の
寄
付
に
つ
い
て

　
川
島
総
務
部
長
が
、
平
成
二
年
二
月
一
日
か
ら
施

行
さ
れ
た
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
つ
い
て
、
詳
細
な

説
明
を
行
っ
た
。

　
⑧
『
全
仏
』
誌
発
送
に
つ
い
て

　
野
生
司
社
会
部
長
か
ら
、
本
会
の
機
関
誌
『
全
霊
』

の
発
送
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
会
議
終
了
後
、
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
会
場
を

う
つ
し
、
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

　　事
他難

：職島

民上

一智

同康

本壽
　　監
間山

孝良
　　事
康知

　師

　田

　賢

　説

増猪柳小長森大
　　　　谷　　理
二俣下滝川田竹

貞顕隆了霊禅門　　　　　　　事
圓忠侃信信朗彦

高江龍山江五一
　　　　　十
見川　田連項目

寛辰俊勝俊意正

康三美義則承晃

岩石小伊

崎川倉藤

宗良宗通

秀泰徳明

　鈴多新

　木霊居

　常襲職

　俊信政

一3一
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若
き
日
の
弘
法
大
師
空
海
を
描
い
た
、
日
中
合
作
映
画
『
曼
茶
羅
』
が
今
話
題
を
集
め

て
い
る
。
日
中
国
交
正
常
化
二
十
周
年
を
記
念
し
て
制
作
さ
れ
た
こ
の
作
品
は
、
若
き
日

の
空
海
が
見
た
中
国
を
描
く
た
め
、
数
々
の
日
中
合
作
映
画
の
中
で
も
初
め
て
中
国
人
監

督
、
カ
メ
ラ
マ
ン
が
起
用
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
映
画
芸
術
に
深
い
造
詣
を
お
持
ち
の
、
上

田
則
夫
師
（
真
言
宗
豊
山
派
・
不
動
院
副
住
職
）
に
論
評
い
た
だ
い
た
。

　
若
き
日
の
弘
法
大
師
空
海
が
、
仏
法
の
真
理
を
求

め
て
山
林
修
行
を
行
い
、
さ
ら
に
唐
に
渡
り
、
青
龍

寺
の
恵
果
阿
闊
梨
よ
り
、
密
教
を
伝
授
さ
れ
る
ま
で

の
求
道
の
旅
を
描
い
た
、
上
映
時
間
一
時
間
五
〇
分

の
日
中
合
作
映
画
で
あ
る
。

　
監
督
は
中
国
人
の
縢
文
面
。
か
つ
て
モ
ン
ト
リ
オ

ー
ル
映
画
際
で
監
督
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
が
あ
る
ら

し
い
が
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
な
じ
み
の
な
い
監
督

で
あ
る
。
撮
影
も
中
国
人
が
担
当
。
そ
の
他
、
脚
本
、

美
術
、
音
楽
等
の
メ
イ
ン
ス
タ
ッ
フ
は
日
本
側
が
担

当
し
て
い
る
。

　
と
て
も
、
素
朴
で
真
面
目
な
映
画
だ
が
、
映
画
の

出
来
と
し
て
は
、
け
っ
し
て
感
心
で
き
る
も
の
で
は

な
い
。
風
景
描
写
が
冗
長
で
、
場
面
展
開
も
モ
タ
モ

タ
し
て
い
る
た
め
眠
気
を
誘
う
。
ス
ト
ー
リ
ー
は
唖

然
と
す
る
ほ
ど
ご
都
合
主
義
。
空
海
を
と
り
ま
く
登

場
人
物
達
も
、
お
し
な
べ
て
存
在
感
に
乏
し
く
、
性

格
付
け
も
奥
行
が
な
い
た
め
、
ド
ラ
マ
は
い
っ
こ
う

に
盛
り
上
が
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
映
画
の
出
来
不
出
来
は
別
と
し
て
、
こ

の
『
遣
直
羅
』
と
い
う
映
画
、
け
っ
し
て
安
直
な
作

品
で
は
な
い
。
十
年
ほ
ど
前
に
『
空
海
』
と
い
う
東

映
で
作
ら
れ
た
、
映
画
が
あ
っ
た
が
、
そ
ち
ら
の
方

が
面
白
く
見
せ
る
と
い
う
技
術
、
娯
楽
性
に
お
い
て

は
格
段
に
優
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か

し
宗
教
を
扱
っ
た
映
画
と
し
て
は
、
私
は
こ
の
『
桑

茶
羅
』
と
い
う
映
画
の
方
を
高
く
評
価
し
た
い
。
誠

に
不
器
用
な
映
画
で
は
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
、
な

か
な
か
優
れ
た
と
こ
ろ
、
見
る
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
中
国
人
監
督
が
描
く
空
海
像

　
ま
ず
音
楽
（
音
楽
監
督
・
立
川
直
樹
／
作
曲
・
喜

多
島
修
）
が
大
変
素
晴
ら
し
い
。
と
て
も
レ
ベ
ル
の

高
い
仕
事
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
は
空

海
（
永
嶋
敏
行
が
見
事
に
好
演
）
が
と
て
も
魅
力
的

に
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
空
海
と
い
う
人
物
は
、
国
家
権
力
と
深
く
結
び
つ

き
な
が
ら
も
、
民
衆
の
厚
い
信
望
を
受
け
る
と
い
う
、

相
反
す
る
性
格
を
両
面
兼
ね
揃
え
て
お
り
、
な
に
か

権
謀
術
数
に
た
け
た
政
治
家
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で

捉
え
ら
れ
る
面
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
映
画
で
は
、

国
家
の
役
人
と
も
、
反
対
制
派
の
人
間
と
も
ご
く
自

然
に
同
時
に
つ
き
あ
え
る
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
。
そ
れ
が
可
能
な
の
は
、
人
を
分
け
隔
て
し
な
い

度
量
の
大
き
さ
で
あ
り
、
お
お
ら
か
さ
で
あ
り
、
誰

か
ち
も
愛
さ
れ
る
親
し
み
や
す
さ
で
あ
る
。
こ
の
日

本
人
の
ス
ケ
ー
ル
を
超
え
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
中

国
人
の
監
督
ゆ
え
に
描
く
こ
と
が
で
き
た
空
海
像
で

あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
例
え
ば
こ
ん
な
シ
ー
ン
が

あ
る
。

　
空
海
が
山
林
修
行
を
し
て
い
る
時
に
、
山
中
で
、

遣
唐
大
使
藤
原
三
位
清
河
の
娘
（
桜
田
淳
子
）
と
そ

の
付
き
人
が
舞
踊
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
出
く
わ
す

が
（
何
故
、
山
の
中
で
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の

か
わ
か
ら
な
い
）
、
髭
も
髪
も
の
ば
し
ほ
う
だ
い
で

汚
い
恰
好
を
し
た
空
海
は
、
臆
す
る
こ
と
な
く
そ
ば

へ
行
き
、
手
を
叩
き
な
が
ら
「
ほ
う
ら
く
、
ほ
う
ら

く
」
と
ほ
め
、
「
い
や
あ
よ
い
も
の
を
み
せ
て
い
た

一4一
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だ
き
ま
し
た
。
今
度
は
私
の
舞
を
み
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
。
そ
の
あ
ま
り
に
あ
っ
け
ら
か
ん
と
し
た
、

お
お
ち
か
な
態
度
に
、
女
性
達
の
警
戒
を
と
い
て
し

ま
う
。

　
こ
の
場
面
で
の
空
海
の
行
動
に
、
私
は
と
て
も
違

和
感
を
覚
え
た
。
不
自
然
な
の
で
あ
る
。
演
出
が
稚

拙
な
の
か
と
も
思
っ
た
が
、
し
か
し
よ
く
考
え
る
と

そ
れ
は
、
こ
の
空
海
の
行
動
が
、
日
本
人
の
感
覚
と

は
異
質
な
も
の
だ
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
脚
本
（
原
源
一
）
の
段
階
で
、
こ
の
空
海
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
は
設
定
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
が
、
し
か

し
日
本
人
が
演
出
を
し
て
い
た
ら
、
た
ぶ
ん
ニ
ュ
ア

ン
ス
は
違
っ
て
い
た
と
思
う
。
中
国
人
の
演
出
な
ら

で
は
の
独
特
の
雰
囲
気
（
大
陸
的
と
で
も
い
う
の
だ

ろ
う
か
）
が
、
そ
の
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
ー
が
、
日
本

人
で
は
描
き
き
れ
な
い
空
海
像
を
作
り
上
げ
て
い
る

と
考
え
た
い
。
そ
し
て
そ
の
空
海
像
は
、
存
外
実
物

の
空
海
像
に
近
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
は
そ

ん
な
気
が
す
る
。

　
わ
か
り
や
す
く
描
か
れ
た
密
教
へ
の
展
開

　
空
海
が
入
唐
す
る
ま
で
の
七
年
間
は
、
全
く
史
料

に
残
っ
て
お
ら
ず
、
空
白
の
七
年
間
と
い
わ
れ
て
い

る
。
空
海
は
そ
の
間
に
、
仏
教
か
ら
密
教
へ
と
思
想

を
展
開
さ
せ
て
い
る
の
だ
が
、
何
故
密
教
へ
傾
倒
し

て
い
っ
た
か
と
い
う
問
題
に
た
い
し
て
、
こ
の
映
画

は
独
自
の
解
釈
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
解
釈

は
実
に
明
快
で
わ
か
り
や
す
い
。

　
空
海
は
「
今
の
ま
ま
で
の
仏
教
で
は
衆
生
は
救
え

な
い
」
と
、
さ
ら
な
る
真
理
を
求
め
て
諸
国
の
山
を

歩
き
、
そ
し
て
四
国
の
室
戸
岬
で
、
虚
空
蔵
下
聞
持

法
を
修
す
る
。
空
海
二
十
四
歳
の
著
作
と
い
わ
れ
る

『
三
教
指
帰
』
（
注
・
戯
曲
形
式
で
、
仏
教
が
道
教
、

儒
教
よ
り
優
れ
て
い
る
こ
と
を
説
き
あ
か
す
）
の
序

文
に
、
こ
の
法
を
修
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
こ
で
は
、
「
明
星
が
来
塗
し
た
」
と
神
秘
体
験
が

記
さ
れ
て
い
る
。
空
海
は
こ
れ
を
機
に
仏
道
に
進
む

決
心
を
す
る
の
だ
が
、
こ
の
映
画
で
は
そ
れ
を
大
胆

に
解
釈
し
、
次
の
よ
う
に
映
像
化
し
て
み
せ
た
。

　
岩
の
上
で
呪
文
を
と
な
え
る
空
海
の
バ
ッ
ク
に
大

き
な
月
が
現
れ
る
。
そ
の
月
は
次
第
に
月
食
の
よ
う

に
黒
い
も
の
で
お
お
わ
れ
て
い
く
。
そ
の
シ
ー
ン
と

連
動
し
て
イ
メ
ー
ジ
映
像
が
展
開
す
る
。
空
海
が
以

前
浜
で
出
会
い
心
を
動
か
さ
れ
た
半
裸
の
女
性
が
登

場
す
る
。
キ
ラ
キ
ラ
光
る
夕
陽
を
背
景
に
半
裸
の
女

性
と
空
海
は
向
か
い
合
い
手
を
取
り
合
う
（
な
ん
と

想
像
力
に
乏
し
い
描
写
で
あ
ろ
う
）
。
続
い
て
浜
を

葬
式
の
行
列
が
通
り
過
ぎ
る
。
そ
の
女
性
の
死
で
あ

る
。
暗
い
粗
末
な
墓
。
そ
し
て
女
性
の
遺
体
が
、
そ

の
美
し
い
顔
が
腐
り
、
朽
ち
果
て
る
様
。
こ
れ
は
、

前
述
の
『
三
教
指
帰
』
の
中
で
、
無
常
観
を
説
く
た

め
に
描
写
さ
れ
る
。
美
女
が
死
ん
で
腐
っ
て
い
く
様

が
も
と
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
映

画
で
は
こ
こ
で
終
わ
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
今
度
は
美

し
く
可
憐
な
花
が
写
り
、
続
い
て
花
畑
を
先
の
女
性

が
、
生
き
生
き
し
た
表
情
で
子
供
衆
の
手
を
ひ
い
て

走
っ
て
く
る
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
で
写
る
。
そ
の
時
、

空
海
の
バ
ッ
ク
の
月
は
月
食
で
覆
わ
れ
、
大
音
響
と

と
も
に
、
空
海
の
目
前
に
大
日
如
来
の
姿
が
出
現
す

る
。
無
常
観
を
こ
え
、
さ
ら
に
生
が
肯
定
さ
れ
た
時
、

つ
い
に
大
日
如
来
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。

　
ず
い
ぶ
ん
大
胆
な
解
釈
で
あ
る
。
し
か
し
仏
教
か

ら
密
教
へ
の
転
換
が
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
。

　
感
動
的
な
青
龍
寺
で
の
灌
頂
シ
ー
ン

　
こ
の
映
画
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
青
龍
寺
の
灌

頂
シ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
の
場
面
は
と
て
も
美
し
く
荘

厳
で
感
動
的
で
あ
る
。
儀
式
を
終
え
た
空
海
は
そ
こ

で
、
恵
果
阿
閣
梨
（
こ
の
俳
優
は
と
て
も
良
い
）
よ

り
、
曼
茶
羅
の
説
明
を
受
け
る
。
そ
し
て
空
海
の
考
　
　
ト

え
方
が
そ
の
ま
ま
曼
茶
羅
思
想
に
重
な
っ
て
い
る
こ
　
　
一

と
が
確
認
さ
れ
る
。
映
画
を
み
て
い
る
観
客
の
心
に

染
み
込
ん
だ
、
空
海
の
生
き
方
、
考
え
方
が
、
黒
茶

羅
と
い
う
図
像
に
一
致
し
た
時
、
こ
の
映
画
は
非
常

に
宗
教
的
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
る
。

　
思
想
を
映
像
で
表
現
す
る
こ
と
は
大
変
む
ず
か
し

い
。
尊
卑
羅
と
い
う
も
の
を
こ
れ
だ
け
わ
か
り
や
す

く
観
客
の
心
に
伝
え
、
ま
た
空
海
と
い
う
人
物
の
魅

力
と
偉
大
さ
を
き
ち
ん
と
伝
え
た
こ
の
作
品
は
、
も

し
か
し
た
ら
、
（
も
し
映
画
と
し
て
映
像
的
に
も
、

人
間
ド
ラ
マ
と
し
て
も
上
手
に
仕
上
が
っ
て
い
れ

ば
）
実
に
め
ず
ら
し
い
本
格
的
宗
教
映
画
と
な
り
え

た
か
も
し
れ
な
い
。
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曹
洞
宗
宗
務
庁

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

真
宗
大
谷
派

日
蓮
宗
宗
務
院

顛
　
譲
灘

管
　
　
長
梅
田
信
隆
宗
務
総
長
大
　
竹
　
明
　
彦

総
　
　
長
藤
音
晃
祐

宗
務
総
長
　
細
　
川
　
信
　
元

管
　
　
長
岩
　
間
　
日
　
勇
宗
務
総
長
　
伊
　
藤
　
通
　
明

願

参
　
　
議
田
邊
哲
崖
参
　
　
議
岡
　
田
　
巳
　
成

総
　
　
務
松
村
　
了
　
昌

参
　
　
務
上
　
野
　
　
　
諦

宗
務
副
総
長
佐
　
藤
　
光
　
春
蠕
画
部
飴
　
岩
　
間
　
湛
　
正

顛
撫
教
学
部
長
　
伊
　
東
　
盛
　
熈

同
　
　
武
野
以
徳

同
　
　
村
上
耕
二

庶
務
部
長
　
二
　
宮
　
將
　
泰

難
顛
青
白
　
　
駁
6
　
　
藪
　
　
勇
9
灘
6
　
　
贈
灘
撫
嚢
巌
離
蒙

財
政
部
長
　
一
二
　
宅
　
　
心
　
　
戒
教
化
部
長
　
小
田
原
　
利
　
仁
総
務
部
長
　
士
口
　
井
　
　
道
　
　
樹
出
版
部
長
　
佐
　
伯
　
逸
　
雄
伝
道
部
長
　
千
代
川
　
耕
　
宗
人
事
部
長
森
　
　
　
和
久
東
京
都
港
区
芝
ニ
ー
五
－
二
〒
鵬
　
〇
三
（
三
四
五
四
）
五
四
＝

　
同
　
　
柱
松
青
轡
　
同
　
　
木
山
星
生
　
同
　
　
中
岡
　
順
　
孝
京
都
市
下
京
区
堀
川
通
花
屋
町
下
ル
　
　
　
　
　
　
　
本
願
寺
門
前
町
〒
㎝
　
〇
七
五
（
三
七
一
）
五
一
入
一

　
同
　
　
祖
父
江
照
道
　
同
　
　
調
　
　
　
　
紀
　
同
　
　
武
田
昭
龍
京
都
市
下
京
区
鳥
丸
通
り
七
条
上
ル
　
　
　
　
　
　
　
常
葉
町
七
五
四
〒
㎜
　
〇
七
五
（
三
七
一
）
九
一
入
一

財
務
部
長
　
田
　
中
恵
　
康
教
務
部
長
　
石
　
　
井
　
隆
　
教
畷
道
灘
石
川
浩
徳
今
田
石
川
教
張
参
　
　
与
岡
部
法
順
参
　
　
与
三
部
健
順
細
聞
樋
社
綜
　
菊
　
池
　
泰
　
瑞
東
京
都
大
田
区
池
上
一
一
三
ニ
ー
一
五
〒
燭
　
　
〇
三
（
三
七
五
一
）
七
一
入
一
F
A
X
　
O
三
（
三
七
五
一
）
七
一
八
六
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間
顛
難
山
藝
6
砥
藪
叢
6
　
6
．
灘
購
、
“
　
藪
6

総
本
山
金
剛
峯
寺
高
野
山
真
言
宗
宗
務
所
髄
　
駐
竹
内
崇
峯

臨
済
宗
妙
心
寺
派
宗
務
本
所
管
　
　
長
春
見
文
勝

天
台
宗
務
庁
天
台
座
主
　
山
　
田
　
恵
　
諦

真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
総
本
山
智
積
院
法
務
所
鰭
　
銀
藤
井
龍
心

砥
　
顛
姦
顛
類
6
灘
灘
蒙
顛
ぬ

繍
鮎
総
嚴
　
新
　
居
　
祐
　
政
繍
務
部
一
半
　
司
　
隆
　
興

宗
務
総
長
　
小
　
倉
　
宗
　
徳

宗
務
総
長
多
紀
　
頴
　
信

蒜
顯
総
嚴
石
川
良
泰

　
灘
嚢
藪
6
猟
学
部
蹄
　
嬉
　
野
　
畳
　
昭
野
部
噺
安
芸
昌
憲

総
務
部
長
　
馬
　
場
　
宗
　
信

鯵
務
部
踏
山
本
六
三

襯
隷
轍
舛
田
順
順

　
6
“
藝

蝋
林
部
一
一
　
公
延

教
学
部
長
　
家
　
永
　
重
　
遠

鯵
会
部
尊
高
　
松
義
　
寛

轍
化
部
報
安
　
部
　
隆
　
完

嚢
6
漁
会
部
町
中
　
西
　
啓
　
寅

財
務
部
長
本
多
道
　
一

鯵
学
部
十
三
田
能
裕

轍
務
部
報
佐
藤
良
盛

　
泌
藝

同
和
局
長
佐
々
木
　
兼
　
俊

藝
難
雛
懇
嚢
顛
叢
顛
叢
顛
蒙
6
嚢

和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
山
＝
二
二
〒
棚
一
0
2
　
0
七
三
六
（
五
六
）
二
〇
一
一
高
野
山
東
京
別
院
　
主
　
管
壽
山
良
知
高
野
山
弘
法
大
師
奉
賛
会
東
京
事
務
所
長
富
家
海
信
東
京
都
港
区
高
輪
三
－
一
五
一
一
八
〒
鵬
　
〇
三
（
三
四
四
一
）
三
三
三
八

椛
綱
子
　
木
　
村
　
潮
　
音
法
務
部
長
　
澁
　
谷
　
厚
保
京
都
市
右
京
区
花
園
妙
心
寺
町
〒
鵬
　
〇
七
五
（
四
六
三
）
三
一
二
一

鯵
務
部
賭
　
吉
　
田
　
正
　
賢
総
務
室
長
　
師
　
田
　
賢
　
説
大
津
市
坂
本
四
丁
目
六
番
二
号
〒
珈
－
0
1
0
七
七
五
（
七
九
）
○
〇
二
二

鯛
務
回
報
桑
澤
無
類
罐
磯
原
　
弘
隆
京
都
市
東
山
区
七
条
下
ル
　
　
　
　
東
瓦
町
九
六
四
〒
備
〇
七
五
（
五
四
一
）
五
三
六
一
～
二
　
　
　
　
七
入
隊
七
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真
言
宗
善
通
寺
派
宗
務
庁
総
本
山
善
通
寺
館
　
振
蓮
生
善
隆
綜
遭
総
賑
　
加
　
藤
　
勝
　
真
香
川
県
善
通
寺
市
善
通
寺
町
　
　
　
　
　
　
　
　
三
－
三
－
一
〒
隔
　
○
入
七
七
（
六
二
）
〇
一
一
一

総
本
山
仁
和
寺
真
言
宗
御
室
派
罰
　
甜
松
村
祐
澄
電
熱
賑
田
中
純
慮
柳
眉
部
節
　
村
　
田
　
文
　
英
猟
学
部
賄
　
福
　
島
　
智
　
秀
賭
務
部
厨
　
堀
　
川
　
和
　
海
華
務
長
手
　
嶋
　
千
　
俊
京
都
市
右
京
区
御
室
大
内
三
三
〒
脱
　
　
〇
七
五
（
四
六
一
）
一
一
五
五
F
A
X
　
O
七
五
（
四
六
四
）
四
〇
七
〇

臨
済
宗
東
福
寺
派
宗
務
本
院
管
　
　
長
福
島
慶
道
宗
務
総
長
　
岡
　
平
　
篤
　
道
庶
務
部
長
　
石
　
原
　
隆
　
治
教
学
部
長
　
青
　
木
　
謙
　
整
法
務
部
長
爾
　
　
　
文
　
弘
財
務
部
長
　
中
　
山
　
義
　
豊
京
都
市
東
山
区
本
町
十
五
丁
目
〒
備
　
〇
七
五
（
五
三
一
）
五
二
〇
七

信
　
貴
　
山
　
真
　
言
　
宗
総
本
山
信
貴
山
朝
護
孫
子
寺
代
表
管
長
　
野
　
澤
　
密
　
厳
管
　
　
長
鈴
木
鍛
鋼
宗
務
長
　
田
　
中
　
真
　
瑞
庶
務
部
長
　
鈴
　
木
　
貴
　
晶
奈
良
県
生
駒
郡
平
群
町
信
貴
山
　
　
　
　
　
　
　
二
二
八
○
一
一
〒
鰯
　
〇
七
四
五
（
七
二
）
二
二
七
七

真
言
宗
大
覚
寺
派
大
本
山
大
覚
寺
謄
　
賑
井
上
紀
生
鯨
謙
総
嚴
　
岡
　
田
　
高
　
功
京
都
市
右
京
区
嵯
峨
大
沢
町
四
〒
鵬
　
〇
七
五
（
八
七
一
）
○
〇
七
一
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孝
道
山
本
仏
殿
統
　
　
理
岡
　
野
　
正
　
貫
副
統
理
　
岡
　
野
　
鄭
　
子
横
浜
市
神
奈
川
区
鳥
越
三
八
〒
刎
　
〇
四
五
（
四
三
二
）
一
二
〇
一

本
門
佛
立
野
本
山
宥
清
寺
講
　
　
有
水
　
谷
　
日
　
尚
宗
務
総
長
井
　
上
　
日
　
慶
京
都
市
上
京
区
御
前
通
一
二
上
ル
　
　
　
東
竪
町
＝
○
〒
鯉
　
〇
七
五
（
四
六
一
）
＝
六
六

灘
一
丁
藪
縣
．
雛
　
顛
顛
嚢
懸
勲
灘
難
顛
嚢
絞
6
言
納
雛
叢
叢
灘
雛
顛
　
羽
十
9
麟
土
嚢

西
新
井
大
師
総
　
　
　
持
　
　
　
寺
東
京
都
足
立
区
西
新
井
　
　
　
　
一
一
一
五
i
一
〒
鵬
　
〇
三
（
三
八
九
〇
）
二
三
四
五

総
本
山
誓
願
寺
浄
　
　
土
　
　
宗
西
山
深
草
派
宗
務
所
管
　
　
長
鵜
飼
慶
範
宗
務
総
長
　
深
　
　
津
　
　
実
　
　
乗
京
都
市
中
京
区
新
京
極
桜
之
町
四
五
三
〒
脳
　
〇
七
四
（
二
二
一
）
〇
九
五
入

念
法
眞
教
教
団
総
本
山
金
剛
寺
燈
　
　
主
小
倉
籔
　
現
大
阪
市
鶴
見
区
緑
三
一
四
－
二
二
〒
珊
　
〇
六
（
九
一
一
）
二
一
〇
一

融
通
念
佛
宗
総
本
山
大
念
佛
寺
管
　
　
長
十
　
石
慈
健
大
阪
市
平
野
区
平
野
上
町
一
－
七
－
二
六
〒
脚
　
〇
六
（
七
九
一
）
○
〇
二
六

沖
縄
県
仏
教
一
会
　
　
長
藤
井
　
深
　
忍
副
会
長
　
片
　
岡
　
禅
　
教
会
　
　
計
遠
藤
修
群
書
　
　
記
仲
尾
次
　
俊
賢
沖
縄
県
那
覇
市
安
里
三
入
　
神
徳
寺
内
〒
㎜
　
〇
九
入
八
（
六
七
）
五
八
九
四
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顛
蒙
ぬ
顛
顛
蒙
ぬ
顛
顛
叢
灘
法
曽
鎖
藪
顛
　
　
6
　
　
　
嚢

静
岡
県
仏
教
会
同
会
長
　
石
　
上
　
博
　
貫
新
事
務
局
長
　
塚
　
本
　
智
　
見
旧
．
会
長
　
猪
　
俣
　
顕
　
忠
旧
事
務
局
長
　
鈴
　
木
　
智
　
竜
静
岡
県
富
士
郡
芝
川
町
大
久
保
二
一
六
畢
。
3
。
五
四
四
（
六
五
）
餉
嚢
内

財
団
法
人
埼
玉
県
佛
教
会
会
　
　
長
江
　
連
俊
則
副
会
長
　
河
　
野
　
亮
　
永
　
同
　
　
酒
井
文
雄
専
務
理
事
　
目
　
黒
　
靖
　
淳
浦
和
市
高
砂
四
1
＝
ニ
ー
一
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
埼
佛
会
館
〒
説
　
　
〇
四
八
（
入
六
一
と
二
三
入
F
A
X
　
O
四
八
（
入
六
四
）
六
六
四
九

新
潟
県
仏
教
会
会
　
　
下
中
村
　
啓
　
識
副
会
長
　
田
　
宮
　
黎
　
友
　
　
同
　
　
今
回
良
敬
　
　
同
　
　
春
　
日
　
浩
三
　
　
同
　
　
中
島
裕
幸
　
同
　
　
野
　
口
　
日
　
騰
長
岡
市
上
田
町
二
一
二
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
聖
寺
内
〒
脚
　
〇
二
五
入
（
三
三
）
一
五
入
六

岡
山
県
仏
教
会
会
　
　
長
清
　
田
三
三
副
会
長
　
平
　
松
　
智
　
泉
　
　
同
　
　
松
垣
隆
禅
　
　
同
　
　
高
峰
秀
清
事
務
局
長
　
黒
河
内
　
寂
　
超
岡
山
県
津
山
市
井
口
二
四
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
法
寺
内
〒
㎜
　
○
八
六
八
（
二
二
）
六
四
三
六

愛
知
県
仏
教
会
会
　
　
長
　
瀬
　
辺
　
淳
　
信
副
会
長
牧
　
　
忍
教
　
同
　
　
江
　
川
　
辰
　
三
　
同
　
　
岩
　
田
　
文
有
名
古
屋
市
中
区
新
栄
一
－
ニ
ー
二
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曹
流
寺
内
〒
姻
　
〇
五
二
（
二
四
一
）
四
七
一
二

岐
阜
県
仏
教
会
岐
阜
市
西
野
町
三
1
一
　
　
　
　
　
　
本
願
寺
岐
阜
別
院
内
〒
珈
　
〇
五
八
二
（
六
六
）
七
八
〇
三

兵
庫
県
仏
教
会
会
　
　
長
　
高
　
見
　
寛
　
康
副
会
長
　
大
　
谷
　
昭
　
世
　
同
　
　
神
田
祥
道
事
務
局
長
　
山
局
　
橋
脚
　
恵
　
俊
神
戸
市
灘
区
原
田
通
三
丁
目
五
一
十
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
剛
福
寺
内
〒
研
　
〇
七
八
（
入
六
一
）
四
〇
四
四

千
葉
県
仏
教
三
会
　
　
長
長
　
瀬
　
日
　
還
理
事
長
山
　
田
　
勝
義
千
葉
県
東
金
市
家
之
子
＝
二
八
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妙
宣
寺
内
〒
㎜
　
〇
七
五
（
五
二
）
三
〇
九
四

一10一
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茨
城
県
仏
教
会
会
　
　
長
中
　
村
　
純
　
崇
　
　
　
　
　
事
務
局
一
同
茨
城
県
水
戸
市
元
吉
田
町
六
入
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薬
王
院
内
〒
㎜
　
〇
二
九
二
（
四
七
）
六
二
六
六

全
日
本
仏
教
会
副
会
長
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
総
本
山
永
観
堂
禅
林
寺
潴
　
銀
丹
羽
観
堂
京
都
市
左
京
区
永
観
堂
町
四
八
〒
㎜
〇
七
五
（
七
六
一
）
○
○
〇
七

妙
　
見
宗
管
　
　
長
野
　
間
　
秀
　
昭
大
阪
府
豊
能
郡
能
勢
町
野
間
中
七
一
入
〒
鵬
－
0
1
　
0
七
二
七
（
三
七
）
○
〇
二
八

愛
媛
県
佛
教
会
会
　
　
長
海
　
頭
廣
　
文
副
会
長
村
　
中
戌
　
信
　
同
　
　
植
村
白
丁
監
　
　
査
　
吉
　
川
　
俊
　
宏
　
同
　
　
河
　
野
　
晃
　
照
事
務
局
長
　
水
　
崎
　
章
　
二
会
　
　
計
松
本
信
見
　
　
　
　
　
役
員
　
一
　
同
松
山
市
石
手
二
一
九
一
二
一
　
　
　
　
　
　
　
　
地
蔵
院
内
〒
初
　
○
入
九
九
（
七
七
）
〇
七
六
六

社
団
法
人
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
会
　
　
長
山
本
　
　
　
杉
理
事
長
友
廣
　
　
　
和
専
務
理
事
　
島
　
田
　
喜
久
子
事
務
局
長
　
林
　
　
　
恵
智
子
東
京
都
豊
島
区
北
大
塚
ニ
ー
一
－
一
　
　
　
　
　
大
塚
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
七
F
〒
珊
　
〇
三
（
三
九
一
〇
）
　
一
二
八
九

並
並
宗
務
本
院
宇
治
市
五
ヶ
庄
三
番
割
三
四
〒
㎝
　
〇
七
七
四
（
三
二
）
三
九
〇
〇

聖
観
音
宗
　
浅
草
寺
貫
　
　
首
　
壬
　
生
　
台
　
舜
執
事
長
　
小
岩
井
　
貫
　
承
東
京
都
台
東
区
浅
草
二
一
三
－
一
〒
m
　
　
O
三
（
三
八
四
二
）
〇
一
八
一
F
A
X
　
O
三
（
三
八
四
五
）
六
九
三
三

財
団
法
人
国
際
仏
教
興
隆
協
会
名
誉
総
裁
　
春
　
見
　
文
　
勝
理
事
長
野
　
呂
　
向
進
碧
立
刀
当
直
　
白
髪
　
　
　
　
　
役
員
　
一
　
同
東
京
都
目
黒
区
中
目
黒
五
－
二
四
－
　
　
　
　
　
　
　
五
三
　
祐
天
寺
内
〒
鵬
　
〇
三
（
三
七
一
一
）
七
六
〇
入

真
言
宗
須
磨
寺
派
大
本
山
須
磨
寺
管
　
　
長
小
　
池
義
人
神
戸
市
須
磨
区
須
磨
寺
町
四
－
六
－
八
〒
脳
　
〇
七
八
（
七
三
一
）
〇
四
一
六
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9
顛
類
叢
　
　
　
藪
胱
欝
蒙
顛
藪
藝

大
本
山
護
　
　
國
　
　
寺
貫
　
　
主
小
林
良
　
弘
執
　
　
事
岡
本
　
永
　
司
院
　
　
代
上
谷
良
祐
東
京
都
文
京
区
大
塚
五
－
四
〇
！
一
〒
皿
　
〇
三
（
三
九
四
一
）
〇
七
六
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
七
六
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
〇
六

真
言
宗
中
山
寺
派
大
本
山
　
中
　
　
山
　
　
寺
兵
庫
県
宝
塚
市
中
山
寺
ニ
ー
十
一
一
一
〒
鰯
　
　
〇
七
九
七
（
入
六
）
六
五
一
七
F
A
X
　
O
七
九
七
（
八
七
）
九
八
七
七

新
義
真
言
宗
管
　
　
長
広
沢
純
孝
宗
務
総
長
星
　
　
　
慶
　
岳
東
京
都
文
京
区
湯
島
四
一
六
一
一
二
湯
島
ハ
イ
タ
ウ
ン
B
一
一
二
一
一
〒
m
　
O
三
（
三
八
一
四
）
三
四
六
四

神
奈
川
県
仏
教
会
下
　
　
長
　
福
　
永
　
隆
　
昭
副
　
会
　
長
　
小
　
　
崎
　
　
出
屯
　
雄
　
　
同
　
　
横
　
山
　
敏
　
明
　
同
　
　
柳
下
隆
侃
　
同
　
　
大
井
　
重
　
忠
事
務
局
長
　
本
　
間
　
孝
　
康
横
浜
市
中
区
大
平
町
九
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
有
寺
内
〒
蹴
　
〇
四
五
（
六
六
一
）
〇
一
六
六

真
言
宗
豊
山
派
総
本
山
長
谷
寺
化
　
　
主
中
　
川
　
祐
　
俊
事
務
長
　
田
　
中
　
量
　
賢
教
務
執
事
　
佐
　
藤
　
智
　
仙
財
務
執
事
　
岩
　
田
　
秀
　
孝
総
務
執
事
蓮
　
　
　
俊
　
孝
法
務
執
事
　
林
　
　
　
亮
　
弘
輔
京
出
張
噂
　
田
　
嶋
　
信
　
雄
奈
良
県
桜
井
市
初
瀬
七
三
一
一
一
〒
備
－
0
1
　
0
七
四
四
四
（
七
）
七
〇
〇
一

大
雄
山
最
乗
寺
山
　
　
主
余
語
翠
巌
紀
　
　
綱
阿
部
顕
瑞
副
　
　
寺
豊
島
健
　
生
　
　
　
　
　
外
役
寮
一
同
神
奈
川
県
南
足
柄
市
大
雄
町
一
一
五
七
〒
蜘
－
0
1
　
0
四
六
五
（
七
四
）
ご
＝
二
一

京
都
府
仏
教
連
合
会
理
事
長
　
細
　
川
　
信
　
元
京
都
市
下
京
区
鳥
丸
通
七
条
上
ル
　
　
　
　
　
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
内
〒
㎜
　
〇
七
五
（
三
七
一
）
九
一
入
一

二
藪
藪
遍
羅
藝
姦
叢
泌
灘
繊
嚢
難
麓
嚢
難
藝
顛
顛
顛
七
子
顛
勲
叢
藪
嚢

福
岡
県
仏
教
連
合
会
会
　
　
長
　
黒
　
田
　
英
　
之
北
九
州
市
小
倉
北
区
三
荻
野
　
　
　
ニ
ー
入
－
二
一
二
　
喪
葬
寺
内
〒
蹴
　
〇
九
三
（
九
二
一
）
四
五
七
六

日
蓮
宗
総
本
山
身
延
山
久
遠
寺
法
　
　
主
岩
　
間
　
日
　
勇
総
　
　
務
藤
井
教
雄
　
　
　
　
　
外
山
務
員
一
同
山
梨
県
身
延
町
身
延
三
五
六
七
〒
姻
1
2
5
　
0
五
五
六
六
（
二
）
一
〇
＝
㈹

真
理
舎
主
　
　
管
友
松
諦
道
東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
三
一
四
一
一
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
田
寺
内
〒
M
　
O
三
（
三
二
五
一
）
八
六
入
三
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浄
土
宗
総
本
山
知
　
恩
　
院
門
　
　
跡
藤
井
實
慮
執
事
長
寺
本
哲
榮
　
　
　
　
　
内
　
局
　
一
　
同
京
都
市
東
山
区
林
下
町
四
〇
〇
〒
礪
　
〇
七
五
（
五
三
一
）
二
一
一
一

財
団
法
人
日
本
佛
教
鎭
仰
会
理
事
長
中
山
瀬
瀬
東
京
都
港
区
赤
坂
ニ
ー
入
一
一
五
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
三
〒
川
　
〇
三
（
三
五
入
四
）
九
三
二
〇

大
本
山
成
田
山
新
勝
寺
貫
　
　
首
　
　
　
照
　
　
碩
千
葉
県
成
田
市
成
田
一
〒
獅
　
〇
四
七
六
（
二
二
）
二
一
＝

真
言
宗
智
山
派
大
本
山
　
川
崎
大
師
平
間
寺
貫
　
　
首
高
橋
半
天
総
　
　
胡
馬
本
克
美
院
　
　
代
原
　
　
　
隆
　
悪
執
　
　
事
功
　
澤
　
隆
　
幸
常
　
　
務
小
　
林
俊
　
一
川
崎
市
川
崎
区
大
師
三
四
－
四
入
〒
㎜
　
〇
四
四
（
二
六
六
）
三
四
二
〇

真
言
宗
智
山
派
大
　
本
　
山
高
尾
山
薬
王
院
貫
　
　
首
山
本
秀
　
順
執
事
長
大
　
山
　
隆
玄
東
京
都
入
王
子
市
高
尾
町
二
一
七
七
〒
鵬
　
　
〇
四
二
六
（
六
一
）
一
＝
五
F
A
X
　
O
四
二
六
（
六
四
）
＝
九
九

築
地
本
願
寺
贈
遺
出
張
所
踊
　
日
　
谷
　
周
　
暎
東
京
都
中
央
区
築
地
三
1
十
五
一
一
〒
脳
　
〇
三
（
三
五
四
一
）
一
＝
一
＝

日
光
山
輪
王
寺
門
　
　
跡
荻
原
　
貞
興
執
事
長
菅
原
　
栄
光
栃
木
県
日
光
市
山
内
二
三
〇
〇
番
地
〒
謝
一
1
4
　
0
二
八
八
（
五
四
）
〇
五
ご
＝

曹
洞
宗
大
本
山
総
持
寺
貫
　
　
首
梅
田
信
隆
横
浜
市
鶴
見
区
鶴
見
ニ
ー
一
一
一
〒
脚
　
〇
四
五
（
五
八
一
）
六
〇
二
一

大
本
山
池
上
本
門
寺
貫
　
　
首
　
田
　
中
　
日
　
淳
東
京
都
大
田
区
池
上
一
一
一
－
一
〒
燭
　
　
〇
三
（
三
七
五
二
）
二
三
ご
二
F
A
X
　
O
三
（
三
七
五
二
）
三
三
五
〇
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本
会
主
催
の
第
十
一
回
同
和
研
修
会
が
、
去
る
十

二
月
忌
、
五
の
両
日
に
わ
た
り
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派

の
花
園
会
館
を
会
場
に
、
本
会
加
盟
の
各
宗
派
、
都

道
府
県
仏
教
会
か
ら
関
係
者
約
百
二
十
名
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
研
修
会
は
、
明
年
が
全
国

水
平
社
が
創
立
さ
れ
て
七
十
周
年
に
あ
た
る
事
を
記

念
し
、
「
全
国
水
平
社
創
立
七
十
周
年
を
迎
え
て
」

を
テ
ー
マ
に
研
修
が
行
わ
れ
た
。

　
四
日
午
後
一
時
か
ら
、
花
園
会
館
仏
間
で
開
会
式

が
行
わ
れ
た
。
斎
藤
同
和
推
進
部
長
の
司
会
で
、
ま

ず
参
加
者
全
員
に
よ
る
三
帰
依
文
唱
和
。
白
川
良
純

理
事
長
の
開
会
の
辞
に
つ
づ
き
、
蓮
池
瑞
旭
同
宗
連

議
長
が
来
賓
挨
拶
、
会
場
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た

妙
心
寺
を
代
表
し
て
、
小
倉
宗
徳
臨
済
宗
妙
心
寺
派

宗
務
総
長
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
っ
た
後
、
加
藤
現

崇
同
和
委
員
会
委
員
長
が
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。

　
開
会
式
に
引
き
つ
づ
き
研
修
に
入
り
、
一
九
入
一

年
三
月
に
N
H
K
で
T
V
放
映
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
『
証
言
水
平
社
運
動
』
（
N
H
K
大
阪
放
送

局
制
作
）
を
鑑
賞
。
参
加
者
は
ビ
デ
オ
か
ら
、
全
国

水
平
社
の
歴
史
と
精
神
を
十
分
に
学
ん
だ
。

　
ビ
デ
オ
の
上
映
に
つ
づ
き
、
部
落
解
放
同
盟
中
央

執
行
委
員
の
山
中
多
美
男
氏
が
、
「
部
落
差
別
の
と

ら
え
か
た
の
移
り
か
わ
り
と
今
後
の
課
題
L
を
テ
ー

マ
に
講
演
。

　
山
中
氏
は
、
今
日
に
至
っ
て
も
な
お
厳
し
い
部
落

差
別
が
存
在
し
て
い
る
現
実
を
、
①
部
落
差
別
の
変

化
、
②
差
別
の
と
ら
え
方
の
変
化
と
運
動
の
凌
化
、

③
水
平
社
結
成
の
意
義
と
水
平
社
宣
言
の
思
想
、
④

部
落
差
別
の
現
状
、
⑤
今
後
の
課
題
、
⑥
宗
教
者
と

し
て
、
の
六
点
に
わ
た
っ
て
話
を
す
す
め
た
。
そ
し

て
山
中
氏
は
最
後
に
、
あ
ら
ゆ
る
宗
教
の
宗
祖
・
開

祖
は
、
被
差
別
な
人
々
の
現
状
を
憂
い
、
そ
こ
か
ら

被
差
別
者
が
救
わ
れ
る
道
を
模
索
し
行
動
し
た
。
「
同

情
」
は
差
別
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
真
の
同
情
と

は
、
な
ぐ
さ
め
、
い
た
わ
る
こ
と
で
は
な
く
、
喜
怒

哀
楽
を
共
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
大
衆
と
共
に
歩
む

と
は
、
大
衆
の
喜
怒
哀
楽
を
我
が
も
の
と
す
る
こ
と

で
あ
る
。
宗
教
者
は
、
こ
れ
か
ら
も
差
別
の
現
実
か

ら
学
ぶ
姿
勢
を
持
ち
つ
づ
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
、

話
を
結
ば
れ
た
。

　
第
一
日
目
の
分
散
会
は
、
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
、

会
館
内
の
五
会
場
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
た
。
今
回
の

研
修
会
で
は
、
十
分
散
会
の
定
員
は
十
数
名
前
後
。

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
は
、
参
加
者
同
士
に
よ
る
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　
分
散
会
で
は
、
参
加
者
の
自
己
紹
介
か
ら
始
ま
り
、

講
演
の
内
容
を
基
と
し
て
研
修
を
行
っ
た
。

　
分
散
会
は
午
後
入
時
三
十
分
す
ぎ
ま
で
行
わ
れ
た

後
、
参
加
者
に
よ
る
懇
親
会
が
あ
り
、
第
一
日
目
の

日
程
を
終
了
し
た
。

　
第
二
日
目
は
、
朝
の
お
つ
と
め
、
朝
食
の
後
、
午

前
入
時
か
ら
分
散
会
を
再
開
。
午
前
十
時
か
ら
、
伊

東
俊
彦
同
和
委
員
会
副
委
員
長
の
司
会
で
、
蓮
池
同

宗
連
議
長
が
助
言
者
と
な
り
、
全
体
会
が
行
わ
れ
た
。

　
最
初
に
、
盗
癖
散
会
の
討
議
内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
の

担
当
者
か
ら
報
告
さ
れ
た
。
次
に
助
言
者
が
コ
メ
ン

ト
を
行
っ
た
。

　
最
後
に
、
斎
藤
同
和
推
進
部
長
が
閉
会
の
辞
を
述

べ
、
二
日
間
に
わ
た
る
全
日
程
を
終
了
し
た
。

蝋
…
。
…
一
。
…
◇
，
、
，
。
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一
、
…
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灘
叢
慧
鱗
縷
綴
無
難
爵
避
難
懇
灘
灘
灘
灘
灘

　　

@
渡
辺
師
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
学
部
員
）
と

相
良
師
（
真
宗
大
谷
派
同
和
推
進
本
部
事
務
部
長
）
が
発
表

　
昨
年
十
月
二
十
九
日
午
後
一
時
か
ら
、
妙
心
寺
花

園
会
館
会
仏
間
で
、
第
十
五
回
「
業
・
栴
陀
羅
問
題
」

に
関
す
る
研
究
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
最
初
に
、
「
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
取
り
組
み
」
を

テ
ー
マ
に
、
同
派
同
和
推
進
本
部
事
務
局
の
吹
田
良

忠
師
と
教
学
部
員
の
渡
辺
憲
道
師
が
発
表
を
行
っ
た
。

　
吹
田
師
が
、
妙
心
寺
派
の
取
り
組
み
の
概
要
を
紹

介
し
た
後
、
渡
辺
師
は
部
落
解
放
基
本
法
制
定
要
求

網
の
目
全
国
大
行
進
に
参
加
し
た
感
想
を
ま
じ
え
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
こ
の
研
究
会
で
発
表
さ
れ
た
各
宗

派
の
方
々
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
、
業
の
捉
え
方

に
つ
い
て
の
見
解
を
展
開
し
て
い
っ
た
。

渡辺　憲道師

　
そ
し
て
最
後
に
、
「
宗
教
者
と
し
て
真
の
“
い
の

ち
”
の
尊
厳
を
自
覚
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
、

物
事
を
自
己
の
中
で
客
観
点
視
点
に
立
っ
て
照
射
す

る
と
い
う
こ
と
、
即
ち
、
自
我
に
よ
る
自
分
の
利
益

や
保
身
の
た
め
の
ラ
ン
ク
付
け
（
絶
対
性
の
呪
縛
、

社
会
的
地
位
や
名
誉
な
ど
の
）
を
廃
し
、
己
の
宗
教

的
立
脚
点
に
照
ら
し
て
、
物
事
や
人
物
、
ひ
い
て
は

自
分
自
身
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
見
つ
め
る
と
い
う

作
業
。
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
宗
教
の
基
本
姿
勢
で
あ
る

と
こ
ろ
の
我
を
捨
て
る
と
い
う
こ
と
、
そ
の
た
め
の
具
体

的
方
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
」
と
結
ん
だ
。

　
休
憩
の
後
、
「
業
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
く
私相良　晴美師

の
視
点
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
真
宗
大
谷
派
同
和
推

進
本
部
事
務
部
長
の
相
良
晴
美
師
が
、
要
旨
次
の
よ

う
な
発
表
を
行
っ
た
。

　
仏
教
も
キ
リ
ス
ト
教
も
、
そ
の
他
ど
ん
な
宗
教
も

別
々
な
説
き
方
は
あ
っ
て
も
、
苦
悩
す
る
人
間
と
い

う
こ
と
で
は
ど
こ
に
も
区
別
は
な
い
。
人
間
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
苦
悩
を
何
代
も
何
代
も
繰
り

返
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
苦
悩
か
ら
説
き
放
た

れ
た
い
意
欲
こ
そ
”
生
命
の
意
欲
”
と
言
わ
れ
る
も

の
で
は
な
い
か
。

　
差
別
の
問
題
は
人
間
社
会
の
国
家
レ
ベ
ル
に
お
い

て
は
特
に
制
度
の
問
題
が
あ
る
。
イ
ン
ド
の
カ
ー
ス

ト
制
や
日
本
の
封
建
制
度
な
ど
の
優
位
（
権
力
）
に

あ
る
も
の
の
立
場
か
ら
形
成
さ
れ
た
社
会
、
こ
の
こ

と
が
日
本
の
教
団
形
成
と
も
深
い
関
係
が
あ
る
。

　
大
谷
派
（
真
宗
教
団
）
に
お
い
て
も
徳
川
幕
藩
体

制
の
中
で
そ
の
機
能
を
受
容
し
て
い
る
一
方
で
、
人

間
そ
の
も
の
の
罪
業
の
問
題
と
、
そ
の
制
度
を
受
容

し
た
（
人
間
の
罪
業
を
利
用
し
た
）
仏
教
学
。
我
々

真
宗
教
団
、
私
の
属
し
て
い
る
大
谷
派
教
団
の
二
面

性
（
本
来
の
宗
教
性
と
差
別
性
）
が
業
の
問
題
と
深

く
関
わ
り
混
乱
し
て
い
る
視
点
を
具
体
的
に
問
題
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
私
の
現
在
の
業
問
題
の
視
点
は
そ
の
あ
た
り
に
お

い
て
考
え
て
い
る
。
教
団
に
お
い
て
は
制
度
の
問
題
、

個
人
に
お
い
て
は
解
放
さ
れ
た
い
と
い
う
本
来
的
要

求
、
”
生
命
の
意
欲
”
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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本
会
の
常
務
理
事
会
が
、
去
る
十
二
月
五
日
午
後
　
　
の
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
L

一
時
か
ら
、
京
都
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
　
　
白
川
議
長
よ
り
上
程
。
久
米
原
国
際
文
化
部
長
が

　
議
長
に
白
川
良
純
理
事
長
、
議
事
録
署
名
人
に
吉
　
　
現
在
ま
で
の
詳
細
な
経
過
報
告
を
行
っ
た
。

井
道
樹
、
藤
音
晃
祐
の
両
師
を
選
ん
で
、
議
事
に
入
　
　
　
質
疑
応
答
の
後
、
原
案
賛
成
の
意
見
表
明
が
行
わ

っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
平
成
四
年
度
歳
入
歳
出
予
算
の
大
　
　
　
事
務
総
局
各
部
報
告

綱
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
部
長
よ
り
報
告
さ
れ
た
。
川
島
総
務
部
長
が
、

　
白
川
議
長
よ
り
上
程
。
剛
山
財
務
部
長
が
来
年
度
　
　
来
年
度
の
会
長
・
副
会
長
を
含
む
本
会
の
役
員
交
代

予
算
案
の
大
綱
を
詳
細
に
説
明
し
た
。
質
疑
応
答
の
　
　
の
件
、
理
事
・
評
議
員
の
件
に
つ
い
て
報
告
。
．
剛
山

後
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
務
部
長
が
、
来
年
度
の
税
制
改
正
の
動
向
に
つ
い

　
議
案
第
二
号
「
ル
ン
ビ
ニ
i
園
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
　
　
て
報
告
。

　
　
竃
　
竃
　
Ω
　
織
　
竃
　
竃
　
竃
　
Ω
　
織
　
竃
　
Ω
　
竃
　
竃
　
Ω
　
Ω
　
謝
　
Ω
　
9
　
Ω
　
G
　
竃
　
Ω
　
Ω
　
Ω
　
6
　
Ω
　
6
　
竃
　
織
　
Ω
　
Ω
　
繊
　
　
　
　
竃

成
道
会
盛
ん

　
東
京
都
仏
教
連
合
会
、
東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

が
「
成
道
会
」
を
開
催
し
た
。

　
東
京
都
仏
教
連
合
会
が
主
催
す
る
「
成
道
会
の
集

い
」
が
、
去
る
十
二
月
九
日
午
後
一
時
か
ら
、
東
京

の
九
段
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
午
後
一
時
か
ら
の
式
典
で
は
、
東
京
都
仏
教
連
合

会
会
長
中
村
康
隆
大
本
山
増
上
寺
法
主
の
導
師
で
三

帰
依
文
を
唱
和
、
大
本
山
増
上
寺
雅
楽
会
が
舞
楽
「
蘭

陵
王
」
を
奏
楽
し
た
。

　
つ
づ
い
て
、
記
念
講
演
と
し
て
大
正
大
学
講
師
・

寺
内
大
吉
氏
が
「
心
で
勝
負
す
る
」
、
仏
教
大
学
教

授
．
関
山
和
夫
氏
が
「
仏
教
と
話
芸
」
の
テ
ー
マ
で

講
演
を
行
っ
た
。

　
最
後
に
、
清
興
は
三
遊
亭
圓
三
笠
と
そ
の
門
下
生

が
仏
教
に
ち
な
ん
だ
落
語
を
披
露
。
参
加
者
は
奇
知

に
と
ん
だ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る

落
語
を
堪
能
し
て
い
た
。

　
東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
主
催
の
「
釈
尊
成
道
会

記
念
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
夕
べ
」
が
、
去
る
十
二
月
十

一
日
、
東
京
・
新
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
た
　
同
ク
ラ
ブ
で
は
毎
年
、
各
地
の
福
祉
施
設
や
難
民
・

被
災
民
救
援
の
た
め
な
ど
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
実
施

し
て
お
り
、
成
道
会
を
記
念
す
る
恒
例
行
事
と
な
っ

て
い
る
。

　
当
夜
は
約
一
千
名
が
出
席
。
第
一
部
の
日
蓮
宗
の

冠
雪
に
よ
る
記
念
法
要
の
後
、
第
二
部
で
は
福
引
き

ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み
、
グ
ル
ー
プ
歌
手
の
デ
ュ
ー

ク
エ
イ
セ
ス
の
華
麗
な
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
、
出
席
者

は
魅
了
さ
れ
て
い
た
。

細
川
　
祐
裸
（
元
全
仏
常
務
理
事
）

十
二
月
三
日
、
五
十
六
歳
で
遷
化

前
曹
洞
宗
総
務
部
長

美
璽
豊
務
《
創
世
録
至
養

　
　
一
十
二
月
一

　
　
二
日
　
局
内
会
議

　
　
四
日
　
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

四
日
～
五
日
　
同
和
研
修
会
（
京
都
）

　
　
五
日
　
常
務
理
事
会
（
京
都
）

　
　
九
日
　
日
宗
連
理
事
会

　
　
　
　
　
東
京
都
仏
成
道
会
参
列

十十十十十
四六三ニー
日日日日日

東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
成
道
会
参
列

法
律
相
談
室

同
和
委
員
会
・
研
究
会

事
務
担
当
者
連
絡
委
員
会

局
内
会
議
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九
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二
年
一
月
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日
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一
月
号
　
第
三
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号

発
行
人
　
石
　
上
　
智
　
康
　
　
発
行
所
　
財
団
法
人
　
全

日

本
　
仏
　
教
　
会

〒
一
〇
五

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
－
四

電
話
〇
三
（
三
四
三
七
）
九
二
七
五
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